
平成 28年 永代経法要

　寺報「無量寿」、去年秋号から久方ぶりの発行です。大法要で住職が燃え尽きて
しまい、お正月の冬号をすっぽかしてしまいました。申し訳ありません。今後は
また定期発行できるよう気を引きしめて参ります。よろしくお願いします。
　さて、季節は春、お勤めの方は新年度を迎え心新たに頑張っておられる事でしょ
う。また田んぼを営んでおられる方は田植えの準備に忙しい頃でしょうか。
　その田植えが一段落する頃、寿命寺では恒例法要である永代経をお勤めいたし
ます。永代経とは私達が読んでいる経典が、この先も永代に渡って読み伝えられ
ていくことを願って勤める法要です。換言すれば経典読誦の道場であるこの寿命
寺が永代護持されていくようお勤めするものです。
　爽やかな時候で仏法聴聞にも一番いい季節です。お誘い合わせの上、多数お参
りください。

【ご講師】赤井智顕（あかい ちけん）師
西宮市善教寺所属、昭和 55年生まれ。平成 24年の報恩講にお
越しいただきました。その時、世話役さんのお一人が「今までお
寺で聞いたお話の中で一番心に染みました」と仰ってくださいま
した。今回ご縁が整い、再び寿命寺でご法話いただくこととなり
ました。お一人でも多くの方にお聴聞いただければと思います。
お楽しみに。

門徒総会ご報告
　去る 3月 26 日（土）、寿命
寺本堂にて定期門徒総会が開
催されました。
　平成 27年度の決算、平成
28年度の予算が承認された他、
一昨年の蓮如上人 500 回遠忌
と昨年の親鸞聖人 750 回大遠
忌・開基 400 年記念・住職継
職奉告の各法要の特別会計決
算についても報告があり、承
認をいただきました。
　皆様からの多くのご懇念に
より、無事法要が円成いたし
ましたこと、改めて御礼申し
上げます。
　尚、承認頂いた予決算書類
は先日全門徒宛にお届けいた
しておりますので、そちらを
ご確認ください。

新総代のご紹介
　この度、責任役員及び総代
が任期満了となり、上記総会
において改選・承認されまし
た。
　新体制は下記の通り（略敬
称）で、任期は 2年です。ど
うぞよろしくお願い致します。

■伊藤庄蔵（再任／責任役員）
■古川清二（再任）
■古川重雄（新任）
■中川茂治（新任）
■三上　務（新任）
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　4月 8日（金）午後、寿命寺でおしゃかさまのご誕生をお祝いする
花まつりを開催しました。春らしい暖かな日差しと、前日の風雨を持
ちこたえた満開の桜のもと、賑々しく行うことができました。
　かつては寿命寺でも毎年花まつりを開催していたそうですが、私が
入寺してからは初めての開催でした。まずもって子どもたちが集まっ
てくれるか不安でしたが、蓋を開けてみれば沢山のお子さんが来てく
れました。仏教婦人会の皆さんらが中心になって、お孫さんを連れて
きてくださったり、方々にお声がけ頂いたりした結果でした。本当に
ありがとうございます。
　またその他にも町内の掲示板のポスターや通りのノボリを見て、な
んだか楽しそうと友達と誘い合ってきてくれた子供達や、たまたま門
前を通ったら賑やかだから入ってきたと仰る親子連れさんなど、寿命
寺の門信徒以外の人たちの姿もありました。
　一見何でもないことのようですが、少し考えてみると凄いことだな、
と思います。ゲームにスマホ、塾にスポーツクラブ…。イマドキの子
どもたちはとても忙しいのです。いくらおばあちゃんに勧められたからといって、何か彼らのアンテナ
に引っかかるものがなければ素直に来てはくれないでしょう。また親御さんにしても、子どもにとって
「いいこと」と思わなければ送り出したり連れてきてくださることはないと思います。

　それなのにあんなに沢山の子どもたちが足を運んでくれたのは、
詳しいことはよく分からなくとも、お釈迦さまの誕生をお祝いして
手を合わせるということは尊いことだ、いいことだ、という意識が
まだまだ人々の心の中に根付いているからではないでしょうか？
　また、今回は諸般の都合で準備期間が僅かしかなく、甘茶かけ以
外には何も企画できませんでした。私がしたことは向拝に机を出し
てその上に花御堂を置き、中に小さなお釈迦様の誕生像をご安置し
ただけでした。
　それでもそこに次々と人がやってきて甘茶をかけて手を合わせる。
そして各々が持ち寄ってくださったお花でおしゃかさまの周りがど
んどん華やいでいく…。その様子を眺めていて、仏さまの人を惹き
つける力というのは、やはり凄いなと、人知れず感動していました。
同時に僧侶は変な企てでそれを邪魔するようなことのないように気
をつけなければな、とそんなことを感じました。仏さまと皆様のお
力で、本当に素敵な花まつりができました。来年も是非やりたいと
思います。本当にどうもありがとうございました。
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花まつりを開催しました！

平成28年度 寿命寺行事予定
▶5/15（日）「永代経」 　▶5/22（日）「降誕会」（婦人会）　▶8/15（月）「盂蘭盆会法要」（墓地）　▶10/29（土）・
30（日）「報恩講」　▶12/31（土）「除夜会」（除夜の鐘）　▶1/1（日）「元旦会」▶2月「婦人会追悼法要・総会」
▶3月「門徒総会」「壮年会総会」 

＊各御家庭のお仏壇でも報恩講をお勤めしましょう。住職までお気軽にご相談ください。 


